
MIHO MUSEUM うつくしきかな展A4チラシ チラシ

20253.15sat— 6.8sun

石山切・伊勢集　ひぐらし帖収載　平安時代
高野切・第一種（部分）　伝 紀貫之筆　ひぐらし帖収載　平安時代　

Timeless Beauty
Kana Calligraphy and Heian Court Art
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開館時間―10:00–17:00（入館は16:00まで）　
休館日―月曜日、5月7日（5月5日、5月6日は開館）
入館料―一般1300円、高・大生1000円、中学生以下 無料　
＊当館HPよりオンラインチケットでも購入可能　　

主催― 、 　
後援―滋賀県、滋賀県教育委員会、NHK大津放送局、
BBCびわ湖放送、エフエム京都、帝産湖南交通

〒529-1814 滋 賀 県 甲 賀 市 信 楽 町 田 代 桃 谷 300   
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2025年度夏季特別展
伝説の漆匠 佐野長寛

2025年
7月12日㊏─8月24日㊐
佐野長寛像(部分) 西村宗三郎筆 
江戸時代 安政3年(1856) 個人蔵

1 高野切・第一種（部分）　伝 紀貫之筆　ひぐらし帖収載　平安時代
2 藍紙本万葉集切（部分）　伝 藤原公任筆　ひぐらし帖収載　平安時代
3 石山切・貫之集下（部分）　伝 藤原定信筆　ひぐらし帖収載　平安時代
4 貫之集切（部分）　伝 藤原行成筆　ひぐらし帖収載　平安時代
5 巻子本古今集（部分）　伝 源俊頼筆　ひぐらし帖収載　平安時代
6 伊勢物語図色紙　第五十段・鳥の子　伝 俵屋宗達筆　江戸時代
7 球形香炉　中国・唐時代
8 乾山色絵和歌陶板　江戸時代
9 重美　檜扇　室町時代
10 重文　鳥獣人物戯画断簡　甲巻　平安時代
11 重美　伎楽面（迦楼羅）　奈良時代　　＊会期中一部展示替えあり

アクセス―タクシー利用：JR「石山」・「瀬田」・「草津」各駅より35分、信楽高原鐵道「信楽駅」より20分
高速道路利用：新名神「信楽I.C.」より15分、「草津田上I.C.」より20分、名神「栗東I.C.」／京滋バイパス「瀬田東I.C.」より各30分、名阪国道「壬生野I.C.」より35分

バス時刻表　※バス時刻は変更されることがあります。

JR琵琶湖線 石山駅 発 ▶ 帝産バス「MIHO MUSEUM行き」（所要時間50分）

平　日 9:10 10:10 11:10 12:10 13:10

土日祝 9:10 9:50 10:10 11:10 12:10 13:10 14:10

MIHO MUSEUM 発 ▶ 「JR石山駅行き」

11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:07 17:14

信楽高原鐵道 信楽駅 発 ▶ 「田代・畑・陶芸の森ルート」（所要時間20分）

11:50

MIHO MUSEUM 発 ▶ 「信楽駅」方面

12:10 16:16

ワークショップ   要予約

王朝継ぎ紙 うつくしき料紙をつくろう
2025年3月23日㊐、4月12日㊏、5月11日㊐ 13:00–15:00
講師―近藤 陽子 ほか（王朝継ぎ紙研究会）　
定員―20名　 参加費―2200円　 場所―北館回廊　

うつくしきかなを綴ろう―平安の仮名
₁ 対象―高校生以上、書道経験者
2025年5月24日㊏　11:00–／14:00–
講師―高木 厚人（大東文化大学名誉教授）　 定員―20名（予定）　 
参加費―2000円（予定）　 場所―北館回廊
₂ 対象―小学校高学年以上
2025年4月13日㊐、4月27日㊐ 10:30–／14:00–
講師―西口 青咲（書家）　
定員―10名　 参加費―500円（予定）　 場所―北館回廊　

講演会 
「古筆の魅力について」

2025年4月20日㊐ 13:30–15:00
講師―名児耶 明（筆の里公房　副館長）
定員―100名　参加費―無料
場所―南館レクチャーホール　
＊予約不要。当日美術館等受付にて整理券配布

美術品とともに楽しむ演奏会  要予約

雅楽演奏「平安の美 宮中音楽の世界」
2025年4月5日㊏ 13:30–15:00 （演奏とお話）
出演― 久恒 壮太郎、増山 誠一、小山 貴紀 

（宮内庁式部職楽部）
定員―100名　 参加費―2000円
場所―南館レクチャーホール　

＊申し込み方法など詳細は当館ホームページをご覧ください。なお、参加には別途入館料が必要となります
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